
244

演題3．ヒト顎下腺由来上皮性細胞株（HSG）のヌ

　　　ードマウスへの移植

。畠山節子，金子良司，武田泰典
佐藤方信，鈴木鍾美

岩手医科大学歯学部ロ腔病理学講座

　1981年，白砂は放射線照射を受けた54歳男性の顎下

腺から介在部導管上皮由来の細胞株を樹立してHSG

株として報告したが，現在，HSG株の有する性状と

その有用性に関する研究は充分とは言いがたい。今

回私たちはHSG株のヌードマウスへの移植を試み，

単層培養系とヌードマウス生体内培養系とにおける微

細形態および唾液腺導管上皮の機能的マーカーに関す

る免疫組織化学的検索を行った。〈方法〉培養法は10

％非働化仔牛血清を添加したMEM培地を用い，5％

CO2＋95％airで行った。　BALB／cを遺伝的背景に持

つ生後6週の雄性ヌードマウス（5匹）の背部皮下に

1×107cells／m1の細胞懸濁液0．1mlを注入した。移植

後2週目に既に腫瘤を形成していた1匹を屠殺し，残

りの4匹を1ケ月目に屠殺した。摘出腫瘤は10％中性

ホルマリンおよび2％グルタールアルデヒドで固定

し，それぞれ通常の方法にて光顕および電顕標本を作

成した。免疫組織化学的染色は酵素抗体間接法で行っ

た。機能的マーカーとしてリゾチーム，ラクトフェリ

ン，secretoty　componentを選び1次抗体として，そ

れぞれについてDAKO社製の抗血清（ウサギ）を用

いた。＜結果とまとめ＞1）単層培養下のHSG株

は，多角形の均一な細胞形態を呈し索状増殖しながら

dish上に拡がった。パパニコロウ染色にて角化細胞は

ごく稀にしか認めなかった。機能的マーカーはいずれ

も陰性であった。2）HSG株は移植した5匹のヌー

ドマウスすべてに生着し腫瘤を形成した。3）ヌード

マウス移植腫瘍の組織所見は同一で，腫瘍細胞は腺腔

状に配列し，intercellular　canalを形成し，低分化型

の腺癌と考えられた。単層培養下におけるよりもヌー

ドマウス生体内培養下の方がcell　organellaが豊富で

代謝活性が高く，細胞本来の組織構築が発現したと考

えられた。しかし機能的マーカーの発現はみられなか

った。

演題4．予診新患登録による最近9年間の外来患者の

　　　動向

岩医大歯誌　9巻3号　1984

。小川光一，石井由美子，戸塚盛雄

岩手医科大学歯学部歯科予診室

　本学歯学部附属病院において以前から患者の減少が

問題になっている。今回われわれは，患者数の変動を

分析するため昭和50年1月より58年12月までの予診新

患登録者を対象に，性・年代・地域・診療科別につい

て患老数の推移を検討したので報告した。

　予診新患登録者数は，昭和50年が6752人で52年5435

人まで減少し，以後，病院工事のため57年のみ4812人

まで減少した以外は一定数を保ち，総受診患者数の60

～70％でほぼ平行して変動していた。登録患者の男女

比は女1に対して男0．71～0．86で女性が多く，年代別

では男女とも10歳未満の増加と10歳以上50歳未満の減

少を認めた。各月の1日平均登録患者数の季節変動は

3月，1月と7～8月に患者数のピークがみられた。

診療科別では，保存科（修復・歯内）は50年が2068人

で57年の817人まで激減し58年1028人まで回復し，口

腔外科は50年が2084人で同じパターンで減少している

が58年の1871人程に止まっていた。補綴科は50年の

969人から同じパターンで減少し57年が464人で58年

702人まで急増していた。歯周科は50年652人から漸減

しており，矯正科は50年485人から漸増していた。小

児歯科は50年の259人から53年47人まで減少し，以後

急増し56年より700人程を維持していた。さらに地域

別に歯科診療所数と登録患者数を検討すると，市内お

よび盛岡保健所管内では歯科診療所の急増により本学

歯学部受診患者数の著しい減少を認めたが，歯科診療

所の漸増している県南では逆に本学受診患者の増加を

認め，県東部沿岸および県北も多少本学受診患者の増

加を認めた。しかし，この増加は小児歯科および矯正

科の患者および紹介患者の増加と推定された。実際，

登録患者ではこれらの増加により一般患者の割合は50

年の73．4％から58年の38．2％まで減少していた。これ

らの事実をふまえて教育機関として本学附属病院の対

応がなされていく必要があると思われた。

演題5．スケーラーの歯周ポケット内到達度と操作性

　　　一とくにグレーシーキュレットについて

。鎌田英史，菅野

石川和史，渡辺
中林　良行，菅原

　健，松木　健二、

好郎，高山　　透，

教修


